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このときの会話も楽しみ♪ 定期的な見守りが必要な方とは
・要介護１～５
・要支援１・２
・身体障害者１・２級
・療育手帳A・B判定
・精神障害者保健福祉手帳１・２級
・75歳以上

上記のいずれかに当てはまる方のみの世帯が
対象になります。

※その他に詳細な条件があります。

●平成27年度事業報告及び決算 ……………………………… P２・３

●幸田町社会福祉協議会組織図、平成28年度役員会等開催報告 P４

●地域包括支援センターだより …………………………………… P５

●ボランティアだより ……………………………………………… P６

●トピックス、お知らせ …………………………………………… P７

●平成29年度幸田町社会福祉協議会職員募集…………………… P８

定期的な見守りが必要な方へ見守り配食事業のご案内
急な体調の変化や訪問時転倒があった時などの緊急の場合には、緊急連絡先（ご家族等）へご連絡します。

最大週５回（月～金曜日）の夕食を宅配

利 用 料 １食250円
手 続 き 申請書を提出

※書類提出後に審査を行い、利用の適否、回数の決定を行います。
問合せ先 幸田町社会福祉協議会 電話62-7171

▲ご自宅へ手渡しでお弁当をお届けします

目
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支 出
125,443,465円125,443,465円125,443,465円125,443,465円

法人運営事業等
37,303,758円（29.7%）

企画広報事業
855,837円（0.7%）

地域福祉活動推進事業
2,676,907円（2.1%）

ボランティア事業
788,681円（0.6%）

資金貸付事業
539,000円（0.4%）

共同募金配分金事業
3,538,684円（2.8%）

居宅介護支援事業
4,150,412円（3.3%）

ホームヘルパー事業
16,501,373円（13.2%）

福祉サービス利用援助事業
243,050円（0.2%）

地域包括支援センター事業
31,921,029円（25.5%）見守り配食事業

3,660,300円（2.9%）

次期繰越金
23,264,434円（18.6%）

２ 地域包括支援センター事業を受託
⑴ 総合相談支援 …………………………… 629件
⑵ 権利擁護支援 …………………………… 138件
⑶ 包括的・継続的ケアマネジメント支援
ケアマネ会議及び研修 …………………… ３回
ケアマネジャー支援 …………………… 270回
地域ケア会議 ……………………………… 11回

⑷ 介護予防ケアマネジメント
二次予防 …………………………………… 28件
指定介護予防支援事業 ……………… 2,179件

⑸ 介護予防
げんきかい …………… 39回開催 902人参加
介護予防ボランティア養成講座
………………………… ４回開催 94人参加
男のためのからだメンテナンス教室
………………………… 10回開催 24人参加

⑹ 認知症施策の推進
認知症サロン ……………３回開催 39人参加

３ 低所得世帯の経済的な自立促進のため、資金の貸
付事業を実施
⑴ 貸付相談 …………………………………… 40件
⑵ 貸付件数
生活福祉資金 ……………………………… 11件
たすけあい資金 …………………………… 13件

４ 福祉サービス利用者の権利擁護を推進
⑴ 日常生活自立支援事業 …………………… ４件
⑵ 司法書士による法律困りごと相談 ……… 31件
⑶ 幸田町における権利擁護のあり方を考える会
議 ……………………………………… ５回開催

５ 福祉用具等の貸出及びリサイクル事業の推進
⑴ 福祉車両 …………………………………… 80回
⑵ レクリエーション用具 …………………… 56回
⑶ 災害用物品 ………………………………… 33回
⑷ 福祉用具等 ………………………………… 21回
⑸ 福祉用具リサイクル ……譲受３件 譲渡２件

６ ひとり暮らし高齢者等に見守り配食事業を実施
延べ利用者 ………………………………… 1,099人
配食数 …………………………………… 12,201食

７ 居宅介護支援事業所及び訪問介護事業所の健全な
経営管理
⑴ 居宅介護支援 …………………………… 481件
⑵ 訪問介護
介護保険サービス …………………… 3,274回
障害福祉サービス …………………… 2,699回
移動支援 ………………………………… 238回

８ 障がいのある人に対する相談支援事業所の開設準備
障害福祉サービス利用者のセルフプラン作成支援

及び 決算
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収 入
125,443,465円125,443,465円125,443,465円125,443,465円

会費
3,379,300円（2.7%）

寄附金
1,770,790円（1.4%）

町補助金、共同募金配分金
44,238,693円（35.3%）

受託金
534,700円（0.4%）

貸付事業
277,900円（0.2%） 介護保険事業

46,164,517円（36.8%）

障害福祉サービス等事業
10,346,391円（8.2%）

前期繰越金
18,413,615円（14.7%）

その他の収入等
317,559円（0.3%）

役員会等の開催状況
理事会４回、評議員会２回、監査会１回

法人の経営基盤の強化
１ 経営基盤の強化
安定的な財源の確保、財務諸表の公表

２ 職員の専門性とやる気の向上
研修 75回開催

主な取り組み
家庭の力を向上させるために
１ 広報活動の推進
⑴ 社協広報誌「ともに生きる」を年４回発刊
⑵ ホームページでタイムリーな情報の発信

２ ふれあい・いきいきサロンの推進
……………………………… 26団体 521回開催

地域福祉の担い手を増やすために
１ 福祉教育の推進
⑴ 社会福祉協力校の委嘱 …………………… 10校
⑵ 福祉実践教室 …………………９校 12回開催
⑶ 青少年等ボランティア福祉体験学習

………………………………………214人参加

２ ボランティアセンターの機能強化
⑴ 相談 ………………………………………… 36件
⑵ 登録 ……………………団体41団体 個人４人
⑶ 人材育成及び福祉実践活動の支援
傾聴ボランティア養成講座
…………………………３回開催 27人参加

ふくしの町づくり推進事業
高齢者スポーツ指導者養成費用助成 … 36人
社会生活訓練事業助成 ………………… ２人
資源回収事業報奨金助成 …………… 47団体

⑷ 自主活動グループの育成支援

地域のつながりをつくるために
１ 友愛訪問の活性化
老人クラブが実施する友愛訪問活動の支援
…………………………訪問員18人 対象者37人

２ 住民の自発的な活動をバックアップする仕組みづくり
介護予防活動に取り組むグループへの研修会の開
催及び情報提供等

安心して住み続けられるまちをつくるために
１ 災害に対する備えを強化
災害時ボランティア支援本部運営スタッフ養成講
座 ……………………………４回開催 14人参加

平成27年度 事業報告

No.85ともに生きる

3



評議員会（25名）
藤江 徹（長 嶺） 山本 修一（久保田）
佐竹 俊男（坂 崎） 足立 孝夫（大 草）
志賀 正之（高 力） 野澤 貞美（鷲 田）
志賀 久則（新 田） 塩谷 新吉（岩 堀）
山本 孝（横 落） 内田 仁（ 荻 ）
井澤 武（芦 谷） 山本 義則（幸 田）
淺見 克志（桜 坂） 浅田 恭平（ 里 ）
大竹 博実（市 場） 田邊 誠芳（海 谷）
稲吉 優二（逆 川） 天野 正己（野 場）
杉山 利治（永 野） 浅井 彰伸（須 美）
越山 保司（六 栗） 岩瀬 博（上六栗）
稲吉 渡（桐 山）
佐野 哲士（社会福祉施設代表）
沢田 弘子（ボランティア団体代表）

理事会（12名）
会長 谷川 章義
副会長 鶴田 善博
常務理事 長谷寿美夫
理事 足立 和彦

長谷 奥弘
黒栁 保夫
唐澤 一成
宇都野昭男
長坂 安博
志賀ふさ子
齋藤 正敏
沢田 弘子

顧 問
（１名）
大須賀一誠

監 事
（２名）
内田 等
近藤ひさよ

評議員の選任、給与規則の一部改正

平成27年度事業報告、平成27年度資金収支決算、平成28年度資金
収支補正予算（第１号）

平成27年度事業報告、平成27年度資金収支決算、平成28年度資金
収支補正予算（第１号）

平成27年度の業務執行状況（業務監査）及び財産の状況（会計監査）

議事事項

議事事項

議事事項

監査事項

理事会

第１回／４月21日

第２回／５月13日

評議員会

第１回／５月13日

監査会

５月９日

地域包括支援センター

訪問介護事業所

居宅介護支援事業所

法人運営部門

地域福祉活動推進部門

福祉サービス利用支援部門

在宅福祉サービス推進部門

幸田町社会福祉協議会組織図

事務局

平成28年度 役員会等開催報告
（平成28年４月、５月）
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地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

昔はここにぼたもちを
　入れていたんだよね 昔のぼたもちは

　大きかったんだよ

回想法ボランティア
たけとんぼ

回想法ボランティア
たけとんぼ

回想法ボランティア
たけとんぼ

回想法ボランティア
たけとんぼ

たけとんぼは「回想法ボランティア養成講座」に参加した
メンバーが中心となり、立ち上げたボランティア団体です。
地域の高齢者の集まるサロン等に、懐かしい生活道具や玩
具を持参し、昔の思い出を語り合ったり、子供の頃の歌を歌っ
たりしています。懐かしい道具や話に、思わず皆さん身を乗
り出してしまいます。
回想法は、かつて経験したことを楽しみながら皆で語り合
うことによって脳を活性化させ、認知症予防に効果があると
言われています。
回想法を楽しみたい団体や一緒に活動したい方は、地域包
括支援センターにご連絡ください。

「認知症」支援の手引きは認知症の疑いがある段階から、常
に介護が必要な状態になるまでの段階で、どのような相談や
サービスを受けることができるのかをまとめたものです。
認知症の症状がある方が、できる限り住み慣れた地域で暮ら
し続けられるようこの手引きを作成しました。
「最近家族が忘れっぽくなり心配だが、まずどこに相談すれ
ばよいか分からない」などお悩みの方は、ぜひ、この「認知症」
支援の手引きをご活用ください。

掲載内容
・認知症の基礎知識
・医療機関と相談窓口の紹介
・家族、介護者の心構え

設置場所 幸田町役場福祉課、幸田町地域包括支援センター

高齢者や介護に関する悩みや疑問などなんでもお気軽にお問い合わせください！
幸田町地域包括支援センター 電話62-7331

みんなで話そう 昔のこと
聴かせて下さい あなたの思い出

●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●

No.85ともに生きる
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今年度は新たな団体の参加も決定し、皆さんに楽しん
でいただけるよう企画を進めています。
内容については、後日皆さまのもとにチラシを配布す
る予定でおりますので、お楽しみに！
今年も皆さまのご来場、心よりお待ちしております。

デンソーハートフルクラブ幸田
デンソーグループに勤務する社員から構成される有志
のボランティアクラブ。会社や社員の企画による社会貢
献プログラム（海外支援衣料回収、カーブミラー清掃、
しだれ桜育成活動等）や地域社会で開催されるボラン
ティア活動に参加し、より心豊かな社会生活を送れるよ
う社会貢献を行います。

㈱デンソー幸田・西尾・善明製作所の社員ボランティアグループのデンソーハートフルクラブ
が、今年２回目の衣料回収活動を実施します。６月に行われた回収活動では、皆さまのご協力に
より、たくさんの衣料を回収することができました。引き続き、ご協力をお願いいたします。
回収期間 ９月20日（火）～９月30日（金）
回収場所 幸田町社会福祉協議会
回 収 品 新品、クリーニングまたは洗濯済の衣類、毛布

＜新品のみの回収＞
下着、靴下、パジャマ、タオル、シーツ、タオルケット
※小物類（ネクタイ、ベルト、帽子、マフラー、手袋等）は回収いたしません。
※詳しい内容については、回覧チラシをご覧ください。

備 考 ・輸送費募金につきましても、あわせてご協力をお願いいたします。（みかん箱大
１箱につき、1,500円の輸送費がかかります。）
・回収品は袋もしくは箱に入れたものをお持ちください。

第第1133回回 幸幸田田福福祉祉・・ボボラランンテティィアアままつつりり

ボボラランンテティィアアセセンンタターー新新規規加加入入団団体体紹紹介介

海海外外&&東東日日本本被被災災地地支支援援
衣衣料料回回収収活活動動第第２２回回開開催催ののおお知知ららせせ

問合せ先 幸田町社会福祉協議会 電話62-7171

ボランティアの派遣等に関する
相談は、随時受け付けています。
お気軽にお問合せください。

現在40のボランティア団体が
登録、活動中！

日時 平成28年10月２日（日）
午前10時～午後３時

場所 幸田町中央公民館
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Information

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

Topics

トピックストピックストピックストピックストピックス

日本赤十字社 社費のご協力に
お礼を申し上げます

日ごろより赤十字のさまざまな事業へのご理解とご支援
をいただき、誠にありがとうございます。
５月を中心に行われた「赤十字社員増強運動」では、皆
さまのご協力のもと、全国でさまざまな活動が展開され、
幸田町内においても、町民の皆さまから赤十字事業への多
大な活動資金を賜ることができました。
ご協力いただいた活動資金の使途につきましては、今後、
日本赤十字社ホームページなどでお知らせいたしますが、
東海・東南海地震を想定した救護訓練や救護資材の整備を
はじめとした事業に活用する所存であります。
幸田町では災害用食料の備蓄、火災や水害で被害にあわ
れた方に毛布や日用品の配付を行っています。
皆さまからのご協力に対し、心から厚くお礼申し上げま
すとともに、今後とも力強いご支援をいただけますようお
願い申し上げます。

ご寄付ありがとうございました
H28.３.15-H28.６.13

●現金 （順不同・敬称略）

ピアゴ幸田店 32,913円
㈱石原組従業員一同 4,000円
アトリエジャスト 5,000円
大草尋常笑楽校 11,000円
親子文化を育てる会 2,000円
匿名 50,000円

友愛スポーツ大会
６月５日（日）に障がいの方を対象に中央小学校体育館
で、友愛スポーツ大会を開催しました。
幸田高校生、中央小
学校児童など多くの方
にボランティアとして
運営にご協力をいただ
き、交流しながら楽し
く競技を進めることが
できました。

幸田町老人クラブ連合会
ゲートボール大会

５月19日（木）に幸田中央公園で町内の
各老人クラブから20チームが出場し、５
リーグに分かれてゲートボール大会が開催
されました。
各コート一斉に「競技開始！」の合図と
ともに選手がボールを叩く音が響き渡り、
チームで作戦を練りながら手に汗握る熱戦
を繰り広げました。

大会結果

総合優勝
横落チーム

総合準優勝
岩堀Bチーム

赤白対抗の大玉まわし

ボランティアで参加してくれた中央小学校の児童と幸田高校の生徒

No.85ともに生きる
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★ 中央公園

保健センター

菱池菅田

役場

至
JR
幸
田
駅

幸田町社会福祉協議会

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまも

る

受験資格
昭和46年４月２日以降に生まれた人で、左記学歴を卒業また
は平成29年３月31日までに卒業見込みの人
※保健師資格を平成29年３月31日までに取得または取得見込
みの人

学歴

大学

短大

採用人員

若干名

職種

保健師

試験内容
・一般教養試験
・職場適応性検査
・面接

会場

幸田町福祉サービスセンター

日時

10月23日（日）

備考
受付時間は、午前８時30分～
午後５時15分
（土曜・日曜・祝日は休み）
受付期間末日の消印まで有効
（消印なきものは無効）

受付場所
幸田町社会福祉協議会（幸田
町福祉サービスセンター内）
〒444-0113
愛知県額田郡幸田町大字菱池
字錦田82番地４

受付期間

８月１日（月）～
９月30日（金）

区分

窓口受付

郵便受付

１ 職種・採用予定人員・受験資格

２ 試験日程・会場・試験内容

３ 試験申込み・受付期間

４ そのほか
⑴ 募集要項をよくご確認の上、お申し込みください。募集要項、受験申込書は、幸田町社会福
祉協議会でお渡しするほか、幸田町社会福祉協議会ホームページ（http://kotashakyo.jp/）
からもダウンロードできます。
⑵ 提出書類（履歴書など）は、理由を問わず返却しません。

５ 問合せ先
幸田町社会福祉協議会 電話 62-7171

編集・発行

社会福祉法人 幸田町社会福祉協議会
〒444-0113 愛知県額田郡幸田町大字菱池字錦田82-4
電話（0564）62-7171 FAX（0564）62-7254
居宅介護支援事業所（0564）64-1069 訪問介護事業所（0564）83-7273
地域包括支援センター（0564）62-7331
メール info@kotashakyo.jp
ホームページ http://kotashakyo.jp/

この広報誌は地球にやさしい再生紙を使用しています。

平成29年４月１日採用

幸田町社会福祉協議会職員を募集します
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